「BCCForm and BCCSkelton」と「Visual C++ 2005 Express Edition」との併用
このファイルでは、ダウンロード・解凍したファイルより、リソースを「BCCForm and BCCSkelton (ysama)」で編集し、再び「Visual C++ 2005 Express Edition (Microsoft)」環境で利用可能にする方法について説明します。

リソースの編集
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①「BCCForm.exe」を起動し、ダウンロードしたリソース ファイル（user interface.rc）を開きます（図１）。欄内の青くなっている部分をダブルクリックすると、リソースが編集可能になります（図２）。
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②リソースの編集を終えて、「BCCForm.exe」を終了しようとすると、「終了します。現在のファイルをセーブしますか？」と聞かれるので、「はい」を押して終了します。

「Visual C++ 2005 Express Edition」環境で利用可能な状態に
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③上記の手順でリソースを編集後に、リソース ファイル（user interface.rc）をテキストエディタで開きます（図４）。そして、「#include  “windows.h”」との一行を付け加えた（図５）後に、ファイルを保存します。
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④次に、ヘッダファイル（Resuser interface.h）をテキストエディタで開きます（図６）。そして、「#define  IDD_DIALOG1  1000」との一行を付け加えた（図７）後に、ファイルを保存します。ちなみに定義に用いる数値は、他のコントロールと重ならなければ「1000」でなくても構いません。
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以上で、リソース ファイル（user interface.rc）とヘッダファイル（Resuser interface.h）が「Visual C++ 2005 Express Edition」環境で利用可能になります。「BCCForm.exe」でリソース編集する度に、③、④（図４～図７）の操作が必要となります。
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